[bookmark: _7fqh0gm6u20]団体宿泊契約書・団体予約確認書
（ホテル・旅館）

株式会社〇〇（以下「甲」という。）と、〇〇ホテル・旅館を運営する株式会社〇〇（以下「乙」という。）は、甲が手配する団体の宿泊及びこれに付随するサービスの利用について、次のとおり団体宿泊契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _hamhrxrjblkk]第1条（目的）
本契約は、甲が乙の運営する宿泊施設において団体宿泊を行うにあたり、宿泊日程、宿泊人数、客室、宿泊料金、食事、施設利用、予約変更、取消しその他必要な条件を定め、甲乙間の権利義務を明確にすることを目的とする。

[bookmark: _51peomiwf3cd]第2条（対象となる団体宿泊）
1. 本契約の対象となる団体宿泊の内容は、次のとおりとする。
団体名：〇〇〇〇
 宿泊施設名：〇〇ホテル・旅館
 所在地：〇〇〇〇
 宿泊目的：〇〇〇〇
 宿泊期間：〇〇年〇月〇日から〇〇年〇月〇日まで
 宿泊予定人数：大人〇名、子ども〇名、合計〇名
 予定客室数：〇室
 代表者又は添乗責任者：〇〇〇〇
 緊急連絡先：〇〇〇〇
2. 前項の内容について変更が生じた場合、甲は速やかに乙へ通知し、乙の承諾を得るものとする。
3. 宿泊人数、客室数、利用施設その他の最終確定内容は、第19条に定める団体予約確認書によるものとする。

[bookmark: _3crd2f4bf78w]第3条（宿泊サービスの内容）
1. 乙は、本契約及び団体予約確認書に基づき、宿泊者に対し客室、食事その他合意したサービスを提供する。
2. 宿泊サービスの内容は、原則として次の事項について甲乙間で事前に確認する。
(1) 客室の種類及び客室数
 (2) 宿泊人数及び宿泊者構成
 (3) チェックイン及びチェックアウト時刻
 (4) 食事の有無、内容、会場及び提供時刻
 (5) 宴会場、会議室、大浴場その他施設の利用
 (6) 駐車場及び送迎サービスの利用
 (7) 添乗員、引率者その他関係者の宿泊条件
 (8) その他団体宿泊に付随するサービス
3. 甲又は宿泊者の希望による追加サービスについては、本契約に含まれる旨を別途合意した場合を除き、追加料金が発生するものとする。

[bookmark: _5ceix9b9r253]第4条（宿泊料金）
1. 団体宿泊に係る料金は、次のとおりとする。
宿泊料金：1名1泊あたり金〇〇円（税込）
 食事料金：金〇〇円（税込）
 施設利用料金：金〇〇円（税込）
 その他料金：金〇〇円（税込）
2. 宿泊料金の算定基準、無料扱いとなる添乗員又は引率者の人数、子ども料金その他特別料金については、団体予約確認書に定める。
3. 宿泊人数、客室数、食事内容その他の条件に変更が生じた場合、乙は、変更後の条件に応じて料金を変更できるものとする。
4. 税率、公租公課その他法令に基づき負担額が変更された場合は、実際の利用時に適用される税率等により精算することができる。

[bookmark: _je6jrtu8wbd3]第5条（予約金）
1. 乙は、団体宿泊の予約確定にあたり、甲に対し、宿泊料金の一部として予約金又は申込金の支払いを求めることができる。
2. 予約金の金額及び支払期限は、次のとおりとする。
予約金：金〇〇円
 支払期限：〇〇年〇月〇日
3. 甲が前項の期限までに予約金を支払わず、乙が相当期間を定めて催告したにもかかわらず支払いが行われない場合、乙は予約を解除することができる。
4. 支払済みの予約金は、宿泊料金に充当する。ただし、甲の都合により予約が取消しとなった場合は、第10条に定める取消料その他甲が負担すべき金額に充当することができる。

[bookmark: _556dgcpbm9xt]第6条（宿泊料金の支払方法）
1. 甲は、団体宿泊に係る料金を、次の方法により乙に支払う。
支払方法：現金・銀行振込・クレジットカード・その他（　　　　　）
 支払期限：〇〇年〇月〇日
2. 銀行振込による場合の振込手数料は、別段の合意がない限り甲の負担とする。
3. 宿泊者が個人的に利用した飲食、売店、追加サービスその他個人利用分については、次の方法により精算する。
精算方法：団体一括精算・宿泊者個人精算・その他（　　　　　）
4. 甲乙間で一括精算とした費用について、宿泊者から乙へ直接支払いが行われなかった場合、甲は乙に対する支払義務を負う。

[bookmark: _8ct13hu7e0da]第7条（宿泊者名簿）
1. 甲は、乙が法令、宿泊施設の運営、安全管理又はサービス提供のために必要とする場合、宿泊者名簿その他必要な情報を、乙が指定する期限までに提出する。
2. 名簿には、乙が必要とする範囲で、宿泊者の氏名、年齢区分、性別、部屋割り、食物アレルギーその他宿泊サービス提供に必要な事項を記載するものとする。
3. 甲は、乙に提供する宿泊者情報について、必要に応じて本人から適切な同意を得るなど、適法に取得及び提供するものとする。
4. 乙は、取得した宿泊者情報を、法令及び乙のプライバシーポリシーに従い適切に管理する。

[bookmark: _pre6yqevwox8]第8条（部屋割り）
1. 客室の部屋割りは、甲乙間で協議のうえ決定する。
2. 甲が部屋割表を作成する場合、甲は乙が指定する期限までに提出する。
3. 建物構造、客室設備、宿泊者構成、施設運営上の事情その他やむを得ない事情がある場合、乙は甲と協議のうえ、同等程度の客室への変更又は部屋割りの調整を行うことができる。
4. 特定の客室番号、階層、眺望その他の希望については、乙が書面又は電磁的方法により確約した場合を除き、保証されるものではない。

[bookmark: _yjh510oi2z56]第9条（人数及び予約内容の変更）
1. 甲は、宿泊人数、宿泊日程、客室数、食事数その他予約内容に変更が生じた場合、速やかに乙へ通知する。
2. 変更の受付期限は、原則として次のとおりとする。
人数変更期限：宿泊日の〇日前まで
 部屋割変更期限：宿泊日の〇日前まで
 食事数変更期限：宿泊日の〇日前まで
 最終人数確定日：〇〇年〇月〇日
3. 前項の期限後に人数が減少した場合、乙は減少人数について第10条の取消料を請求することができる。
4. 人数が増加した場合、乙は客室、食事その他の提供が可能な範囲で対応するものとし、追加料金は甲の負担とする。
5. 施設の収容能力その他の事情により追加人数を受け入れることができない場合、乙はその追加を拒むことができる。

[bookmark: _95icnyntsgse]第10条（取消し及び取消料）
1. 甲が団体宿泊の全部又は一部を取消す場合、甲は速やかに乙へ通知する。
2. 甲の都合による取消しについては、次の取消料を適用する。ただし、乙が別途定める宿泊約款又は団体予約確認書に異なる定めがある場合は、その定めを優先する。
宿泊日の〇日前まで：無料
 宿泊日の〇日前から〇日前まで：宿泊料金の〇％
 宿泊日の〇日前から前日まで：宿泊料金の〇％
 宿泊日当日：宿泊料金の〇％
 無連絡不泊：宿泊料金の100％
3. 団体の一部人数のみが取消しとなった場合についても、前項の基準に従い、取消しとなった人数分について取消料を算定することができる。
4. 台風、地震、豪雪、交通機関の大規模な運休その他不可抗力により宿泊が困難となった場合の取扱いについては、第16条によるものとする。

[bookmark: _2apeynnfbnwv]第11条（食事及びアレルギー対応）
1. 食事の内容、提供時刻、提供場所及び食事数は、団体予約確認書に定める。
2. 食物アレルギー、宗教上の食事制限その他特別対応が必要な宿泊者がいる場合、甲は乙が指定する期限までにその内容を通知する。
3. 乙は可能な範囲で特別対応を行うものとするが、調理設備、食材管理その他の事情により対応できない場合がある。
4. 重度の食物アレルギーその他生命又は身体に重大な影響を与える可能性がある場合、甲及び宿泊者は、乙からの確認事項に正確に回答するものとする。
5. 乙が対応困難である旨を事前に説明した場合、甲は宿泊者に当該内容を周知する。

[bookmark: _p4p8tj5xuwn5]第12条（施設利用）
1. 宴会場、会議室、貸切風呂、駐車場その他の施設を利用する場合、利用時間、料金及び利用条件を団体予約確認書に定める。
2. 甲及び宿泊者は、乙が定める施設利用規則、安全上の指示及び従業員の指示に従うものとする。
3. 甲又は宿泊者の責めに帰すべき事由により施設、設備、備品その他を破損、汚損又は紛失した場合、甲又は当該宿泊者は、その修理費、交換費その他乙に生じた合理的な損害を負担する。

[bookmark: _f1ksiw5snw77]第13条（団体責任者）
1. 甲は、団体宿泊について乙との連絡調整を行う責任者を指定する。
2. 団体責任者は、乙からの連絡事項、施設利用上の注意事項、避難方法その他必要な事項を宿泊者に周知する。
3. 緊急事態その他団体全体への連絡が必要となった場合、乙は原則として団体責任者を通じて連絡を行う。
4. 団体責任者と連絡が取れない場合その他緊急の必要がある場合、乙は宿泊者に直接連絡又は指示を行うことができる。

[bookmark: _3gg2b8i9uxma]第14条（宿泊者の遵守事項）
甲は、宿泊者に対し、乙の宿泊約款、利用規則その他施設内で定められたルールを遵守させるよう努めるものとする。
宿泊者は、特に次の行為を行ってはならない。
(1) 他の宿泊者又は施設利用者に著しい迷惑を及ぼす行為
 (2) 客室又は館内設備を不適切に使用する行為
 (3) 危険物、違法物品その他乙が持込みを禁止する物品を持ち込む行為
 (4) 無断で営業行為、勧誘、撮影会、イベント等を行う行為
 (5) 指定場所以外で喫煙又は火気を使用する行為
 (6) 騒音、暴力、威嚇その他施設の秩序を害する行為
 (7) 法令又は公序良俗に反する行為
 (8) その他乙が施設運営上不適切と合理的に判断する行為

[bookmark: _sab9x43sih3s]第15条（宿泊の拒否及び利用停止）
1. 宿泊者が法令、乙の宿泊約款若しくは利用規則に違反した場合、又は他の宿泊者若しくは従業員の安全を害するおそれがある場合、乙は法令及び宿泊約款に従い、当該宿泊者について施設利用の停止その他必要な措置を講じることができる。
2. 前項の措置により宿泊サービスの全部又は一部を提供できなくなった場合、その原因が甲又は宿泊者の責めに帰すべき事由によるときは、乙は既に発生した宿泊料金その他の料金を請求することができる。

[bookmark: _bnzo7o7x97fh]第16条（不可抗力）
1. 地震、台風、洪水、豪雪、津波、火災、感染症の流行、停電、断水、交通機関の停止、行政機関による命令その他甲乙いずれの責めにも帰することができない事由により、本契約の全部又は一部を履行することが困難となった場合、甲乙は速やかに対応を協議する。
2. 前項の場合、甲乙は宿泊日の変更、宿泊人数の変更、代替施設の案内、取消しその他合理的な対応について協議するものとする。
3. 不可抗力により乙が宿泊サービスを提供できない場合、乙は未提供部分に相当する料金を請求しないものとする。ただし、既に提供済みのサービス又は乙に実費が発生しているサービスについては、この限りでない。

[bookmark: _jhictsb9s8is]第17条（損害賠償）
1. 甲又は乙が、本契約に違反し、相手方に損害を与えた場合、自己の責めに帰すべき事由により生じた通常かつ直接の損害について賠償責任を負う。
2. 甲又は宿泊者の故意又は過失により、乙の建物、設備、客室、備品その他に損害が生じた場合、甲又は当該宿泊者は、その修理、交換その他原状回復に必要となる合理的な費用を負担する。
3. 乙の責めに帰することができない盗難、紛失、事故その他の損害については、法令上乙が責任を負う場合を除き、乙は責任を負わない。
4. 宿泊者自身が管理する現金、貴重品、電子機器その他の物品については、乙が別途保管を引き受けた場合を除き、宿泊者自身の責任において管理するものとする。

[bookmark: _cc95rzgetxxd]第18条（秘密保持及び個人情報）
1. 甲及び乙は、本契約の履行に関連して知り得た相手方の営業上、業務上その他の非公知情報を、正当な理由なく第三者へ開示又は漏えいしてはならない。
2. 甲及び乙は、宿泊者の氏名、連絡先、健康上の配慮事項その他の個人情報について、法令に従い適切に取り扱う。
3. 法令上必要な場合又は宿泊サービスの提供、安全管理、緊急対応その他正当な目的に必要な場合を除き、個人情報を本契約の目的以外に利用しないものとする。

[bookmark: _mcswc0tnx3zu]第19条（団体予約確認書）
1. 甲乙は、本契約に基づく個別の宿泊条件について、団体予約確認書を作成することができる。
2. 団体予約確認書には、原則として次の事項を記載する。
(1) 団体名
 (2) 宿泊日程
 (3) 宿泊人数
 (4) 客室数及び客室タイプ
 (5) 宿泊料金
 (6) 食事内容及び食事数
 (7) チェックイン及びチェックアウト時刻
 (8) 宴会場、会議室その他施設利用内容
 (9) 送迎及び駐車場利用
 (10) 予約金
 (11) 支払方法及び支払期限
 (12) 人数及び予約内容の変更期限
 (13) 取消料
 (14) 団体責任者
 (15) その他個別の特約事項
3. 本契約と団体予約確認書の内容が抵触する場合、団体予約確認書において本契約と異なる条件を適用する旨が明示されている事項については、団体予約確認書を優先する。

[bookmark: _usd6867j4dlw]第20条（契約解除）
1. 甲又は乙が次の各号のいずれかに該当した場合、相手方は相当期間を定めて是正を求め、当該期間内に是正されないときは、本契約の全部又は一部を解除することができる。
(1) 本契約に重大な違反をした場合
 (2) 支払義務を履行しない場合
 (3) 相手方との信頼関係を著しく損なう行為をした場合
2. 前項にかかわらず、重大な法令違反、詐欺その他契約関係を継続することが困難な重大な事由がある場合、相手方は催告なく本契約を解除することができる。
3. 本条による解除は、解除以前に発生した宿泊料金、取消料、損害賠償その他の債権債務に影響を及ぼさない。

[bookmark: _tyddhulqht57]第21条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自ら及びその役員その他実質的に経営を支配する者が、暴力団、暴力団員その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明し、保証する。
2. 甲及び乙は、反社会的勢力を利用し、資金若しくは便宜を供与し、又は反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有してはならない。
3. 相手方が前2項に違反した場合、当事者は催告なく本契約を解除することができる。

[bookmark: _ci8f99aenthh]第22条（宿泊約款等との関係）
1. 本契約に定めのない宿泊サービスの利用条件については、乙が定める宿泊約款及び利用規則を適用する。
2. 本契約、団体予約確認書及び宿泊約款等の内容に相違がある場合には、次の順位により適用する。ただし、別途明示的な合意がある場合はこの限りでない。
(1) 団体予約確認書に記載された個別特約
 (2) 本契約
 (3) 乙の宿泊約款及び利用規則

[bookmark: _rifda3qr14dk]第23条（権利義務の譲渡禁止）
甲及び乙は、相手方の事前の書面による承諾なく、本契約上の地位又は本契約から生じる権利若しくは義務の全部又は一部を第三者へ譲渡し、承継させ、又は担保に供してはならない。

[bookmark: _bqeeilnesb3h]第24条（契約内容の変更）
本契約の内容を変更する場合、甲乙協議のうえ、書面又は電磁的方法により合意するものとする。

[bookmark: _5atg0qh0v7qs]第25条（協議事項）
本契約及び団体予約確認書に定めのない事項又は各条項の解釈について疑義が生じた場合、甲及び乙は、信義誠実の原則に従い協議し、円満な解決を図るものとする。

[bookmark: _fgk77httlcf7]第26条（準拠法及び合意管轄）
1. 本契約は、日本法を準拠法とする。
2. 本契約に関して訴訟の必要が生じた場合、〇〇地方裁判所又は〇〇簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

以上、本契約成立の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ各1通を保有する。なお、電磁的方法により本契約を締結する場合は、各当事者が電子署名その他合意された方法により締結し、各自その電磁的記録を保管する。











〇〇年〇月〇日

甲
 住所：〇〇〇〇

 会社・団体名：〇〇〇〇

 代表者名：〇〇〇〇　　　　　　　　　　　　印

乙
 住所：〇〇〇〇
 
施設名・会社名：〇〇〇〇
 
代表者名：〇〇〇〇　　　　　　　　　　　　印
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[bookmark: _4hx5febnq3fj]団体予約確認書

本確認書は、上記団体宿泊契約書に基づき、以下の団体宿泊について個別の予約内容を確認するものである。

予約番号：〇〇〇〇
団体名：〇〇〇〇
宿泊目的：〇〇〇〇
宿泊日：〇〇年〇月〇日から〇〇年〇月〇日まで
宿泊日数：〇泊〇日
宿泊予定人数：
 大人　〇名
 子ども　〇名
 添乗員・引率者　〇名
 合計　〇名
客室：
 シングル　〇室
 ツイン　〇室
 和室　〇室
 その他　〇室
 合計　〇室
チェックイン予定時刻：〇時〇分
チェックアウト予定時刻：〇時〇分
食事条件：
 夕食　あり・なし
 朝食　あり・なし
 昼食　あり・なし
 その他　〇〇〇〇
食事会場：〇〇〇〇
夕食時間：〇時〇分
朝食時間：〇時〇分
宴会・会議室利用：あり・なし
利用施設：〇〇〇〇
利用時間：〇時〇分から〇時〇分まで
送迎：あり・なし
送迎場所・時刻：〇〇〇〇
駐車場：大型バス〇台、普通車〇台
宿泊料金：1名1泊あたり金〇〇円（税込）
食事・施設利用等追加料金：金〇〇円（税込）
予定合計金額：金〇〇円（税込）
予約金：金〇〇円
予約金支払期限：〇〇年〇月〇日
残金支払期限：〇〇年〇月〇日
支払方法：現金・銀行振込・クレジットカード・その他
最終人数確定日：〇〇年〇月〇日
部屋割表提出期限：〇〇年〇月〇日
食事数確定期限：〇〇年〇月〇日
取消料：
宿泊日の〇日前まで　無料
 宿泊日の〇日前から〇日前まで　宿泊料金の〇％
 宿泊日の〇日前から前日まで　宿泊料金の〇％
 宿泊日当日　宿泊料金の〇％
 無連絡不泊　宿泊料金の100％
団体責任者：〇〇〇〇
当日連絡先：〇〇〇〇
ホテル・旅館担当者：〇〇〇〇
特記事項：
〇〇〇〇

甲及び乙は、上記内容を確認し、本確認書の内容を団体宿泊契約書の個別条件として適用することに合意する。



〇〇年〇月〇日

甲
 会社・団体名：〇〇〇〇

 代表者又は担当者：〇〇〇〇　　　　　　　　　印

乙
 施設名：〇〇〇〇

 代表者又は担当者：〇〇〇〇　　　　　　　　　印

